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続⑧思いつくままの地学用中国語

岸本文男(地質相談所)

FumioKIs且IM0T0

｢思いつくままの地学用中国語｣を本誌の第394号に

載せてからさまざまに意見や感想さらには珍しい

r演目鉱物地質用語辞典｣まで贈っていただいた.身

にすぎるご配慮と心から感謝申しあげる次第である.

それと同時に中国語の文献や訳語についての所内外か

らの質問が増え筆者はあの一文だけでは足りないこと

を痛感した.それでまた筆を執った.

さて一般的た中国語の文法書は大抵の本屋さんで売

っているから文法はそれにお任せすることにし前回

に引き続き今回も筆者の経験に依存したr地学用中国

語｣の解説を進めたいと思う.

一般の文法書には全く触れられていたい言葉の使い方

に出会ってすっかり考えこんでしまう場面あるいは

日本語での言葉と混同して誤解したまま先に進み後で

身動きたらたくたる場面たどたど実際に中国語で書か

れた文献を読んでいると難問に不自由したい.その

難問の中でとくによく出てくるのは言葉の省略であ

る.今回は主にこの言葉の省略についての話であり

ついでにr儀礼的な表現｣に触れ最後に専門辞書の類

を紹介する.

略称

どこの国でも同じようなものだと思うが中国でも言

葉の省略に遠慮がたい.その省略の第一はいわゆる

略称である.その略称のやり方にもおおむね二通り

のものがある.

たとえば日本には東京大学が｢東大｣(とうだい)｣

通商産業省がr通産省(つうさんしょう)｣パｰソナル

コンピュｰタｰが｢バソコソ｣農業技術研究所が｢農

技研(のうぎげん)｣で通用する省略の仕方がある.こ

れが第一のやり方でありそして第一高等学校がr一

高(いちごう)｣大臣官房を｢官房(かんぼう)｣プ

ロフェッショナルを｢プロ｣蚕糸試験場を｢蚕糸(さ

んし)｣と省略する方式これが第二のやり方である.

第一のやり方をここでは仮に｢等分省略｣第二のやり

方を同じく｢片寄せ省略｣と呼ぶことにする.前者は

正式名称から文字を等分ないしほぼ等分に拾って組み

立てられ後者は正式名称の文字配列の前寄りか中問

あるいは後寄りの連続部分を採用しているからである.

さらに日本書紀と古事記を｢記紀｣で一括表現するこ

とがあるがこのようなやり方をr合称｣と呼ぶことに

する.この｢全称｣の場合の省略にはおおむね｢等

分省略｣の方式が用いられている.

面倒たことに略称の組み立て方は以上の2種だけに

限定されてはいたい.両者の中問型もある.たとえ

ば関西学院大学をr関学｣関東鉄道株式会社をr関

銭(かんてつ)｣といリた風に.不幸にして｢等分省

略｣にも該当せずr片寄せ省略｣と考えても解釈でき

たい略称もしくは略称らしき言葉に行き当たったら中問

型のものと想定し上記の2種を念頭にして臨機の応

用に知識をしぼり出すことにたるだろう.

要するに長ったらしい名称を出来るだけ詰めようと

して生まれたのが略称や合称でありどの場合でも該

当する対象の内容がすぐに浮かぼたくては意味をたさな

いし本来の名称もその略称が使われている分野の人

たら誰でもわかるものでたくてはたらたいはずである

が実際には略称が多すぎて憶えきれたいのが普通であ

る.外国のことであればたおさらである.

さらにごく限られた集団や地域でしか通用Lたい省

略語もあるがそれは略称とは言いにくい場合が多い1

たとえほ新宿をr宿(じゅく)｣工業技術院をr院

(いん)｣と呼ぶ類がそうである.これらはむしろ隠

語に入るのではあるまいか.Lかしその境界は引き

難いからここでは目をつむる.

先にも述べたように中国でも言葉の省略を好むこと

は日本や諸外国と同じかそれ以上で地球科学関係の

中国語の文献を読んでいて注意したくてはたらたいこと

の一つがこの略称･合称の存在と省略の仕方である.

幸いたことに場所や機関組織や重要た行事だと全

国に知られた公共性の高いものの名称の省略の仕方に

は日本との類似性が見られる.いずれも漢字を使って

いるのだから当然のことかも知れたい.したがって

たとえほ機関名の略称ではたいかと気付きさえすれぽ

正式の機関名が載っている文献に当ることになりそれ

で問題は解決する.場所名の省略ではたいかと思えば

後は地名辞典や地図を調べるか自分の知識に総動員を

かけることにたる｡実際の地質関係の論文や地質辞典
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類からいくつか例を挙げてみよう.

地鉱部:地質鉱産部の略称である.これは地名では

ないが政府機関や教育機関国営企業など新聞記事に

ひんぱんに掲載される名称もおおむね正式の略称を持

ち地質関係の研究所機関企業とて同じ扱いという例

である.これと同じようた略称としては煤炭工業部

の煤工部(もしくは煤炭部)化学工業部の化工部があ

る.研究所の場合には最後に必ず所をつげる.た

とえば貴州にある地球化学研究所は地化研所北京に

ある中国地質科学院地質鉱産研究所は地科院地鉱研所で

ある.これに類する略称として化学検査室(化学分

析室のこと)が化験室さらに北大(北京大学)武警

黄金部(武装警察黄金指揮部)地調所(地質調査所)

たどがある.日本では地質調査所を略して｢地調｣と

呼ぶが中国で地調と言えばr地質調査｣を意味しこ

れも使われることがある.去年の11月に設立された中

国地質大学はr中国地質大学｣であってまだ略称には

お目にかからたい.それが｢中地大｣になるか｢地

大｣にたるかそれともr地質入｣にたるかその略称

が活字にたる日を心持ちにしている.｢中大｣は中山

大学の略称としてすでに普及しているから重ねて使わ

れることはたいだろう.

興蒙地槽:これは中国全域や東北地方の広域地質構

造を取り扱った論文にしほしぽ現われる地質用語で地

槽とは日本で言う地向斜のことである.そこでこの

地槽という言葉を除外するなら問題は興蒙である.

さてそれではと地図の索引をいくら引いても興蒙とい

う地名は見つからたい.これは先に述べた｢等分省略｣

による興安嶺一蒙古のr合称｣だからである.

邨邪式鉄鉱床:中国の鉄鉱床に関する論文に時々でて

くる言葉で鉄鉱床の一つのタイプを表しているのであ

るカミ郎那って何処だろうと地図に当ってみても決し

て見当たることはない.ひょっとしてこれも｢等分省

略｣の産物Pと疑った人の勝ちで確かに郁郵･邪台の

まさに等分省略(そして合称)である.

螂盧深断裂帯:これは中国東部の非常に有名た勇断深

部断裂で南は安徽省太湖県の大別山脈の麓に始まり

北方に盧江路馬湖さらに都城を経て折本から菜州

湾に達し総延長は800㎞に及び最近では地震や渤

海の油田分布構造との係わりで特に注目されている構造

帯であるがこの経由する地名でおわかりのようにこ

れも郊域一慮江の｢等分省略｣そして｢合称｣たので

ある.吉男摺激系(吉林一黒竜江摺曲系)とか雲貴

運動(雲南一貴州運動)とか京津地区(北京一天津地

区)とかもそうである.

以上は等分省略(もしくは等分省略に近い方式)に

1988年12月号

よる略称と合称のほんの数例である･.片寄せ省略によ

る略称は等分省略による場合よりも実際にははるかに少

ないが2･3の例を挙げれば次のようなものがあ

る.

黒:省名を一字であらわす方式は径ほど詳しく紹介

するがこれはまさLく黒竜江省(または黒竜江地方)

の片寄せ省略でこれに似た略称としては寧夏回族自

治区のr寧｣新彊ウィｰグル族自治区のr新｣たいし

｢新彊｣西蔵自治区(チベット自治区)の｢蔵｣があ

る.だからr北蔵｣地区を地図上で探してもr北蔵｣

という地名が見つげられるはずはないのである.なお

r新彊｣を新彊省と訳している場合が散見されるがこ

れは感心できたい.キチンと新彊ウィｰグル族自治区

と訳すべきであろう.新彊省という省はないのだから.

地質学の世界では地名が重要な役割を担っているから

簡単に考えないよう心得たいものである.

南開:南開大学の片寄せ省略による略称.これを人

民日報という新聞で読んだとき何のことやらわからず

困ってしまったが文意を追って正解に辿り着いたとき

には嬉しかった.｢川大｣r西南聯｣も同様な略称で

前者は四川大学後者は西南聯合大学のことである.

機関や学校協会などで地質科学に係わりがありそう

た略称を次に並べてみよう.

鞍鋼:鞍山鋼鉄公司

(類例:包鋼一包頭鋼鉄公司宝鋼一宝山鋼鉄公司

重鋼一重慶鋼鉄公司本鋼一本渓鋼鉄公司撃鋼一撃

枝花鋼鉄公司首鋼一首都鋼鉄公司だと)

地院:地質学院

(類例:鋼院一鋼鉄学院蹟院一鉱業学院師院一師

範学院体院一体育学院航院一航空工業学院だと)

計委:計画委員会

(類例:科委一一科学委員会民委一民族事務委員会

人委一人民委員会体委一体育運動委員会恋ど)

中科院:中国科学院

(類例:中研院一中央研究院(台湾)地科院一地質

科学院農科院一農業科学院だと)

珠1峰:珠穆朗菊峰(エベレスト山)

印文:印度支那

地質にはそれほど関係ないが次のような日本では

ひどく誤解されそうた略称や合称もある.

亜大:亜州･大洋州(アジアとオセアニア)の合称

亜大:亜州･太平洋地域の合称

市府:市人民政府

石化:石油化学工業�
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上図:上海図書館

女中:女子中学校

国大:国民代表大会

実際に常用されている略称はゴマソとあると考えて

絶えず注意を怠らたいことカミ中国語の文献に当る場合の

内容の理解を早める一つの秘訣と著者は考えている.

省略された地名の検索にはできるだけ詳しい地図が

手もとに置かれていることが必須の条件である.中国

がそのようた役立つ詳しい地図やせめてもの詳細た

地名集･地名辞輿を編集･出版しあるいは輸出してく

れることを切望してやまない.すでに｢河北省地図冊｣

など3冊の県別地図張が出版され日本でも販売されて

いる.この種の地図張がすべての省･自治区･直轄市

について早く出版されることを願っている.

また地名以外の略称に対処するにはr中国略称辞

典｣の類があれぼそれに越したことはたい.もしそれ

が手もとになければ(略称なら何でも来いと言える｢中国

略称辞典｣の類は出版さていないのだから手もとにあるはず

はたいが)上に述べたように文意とか前後の文章か

ら解釈すること.大抵はそれで解決する.それで

もわからたげれほあとは蓄積した知識をありったけ動

員するか許しそうだ人に聞くしがたい.

筆者が｢南博｣という言葉に出会ったのは新聞r光

明日報｣の

“南博科研人員取得学術成果"

という一文の申であった.これを訓読みすれば

“南博の科研人員学術成果を取得す"

とたるだろう.科研とは科学研究の等分省略で日

本でも“文部省の科研費"たどとよく使われている.

翻訳すれば

“南博の科学研究者が学術上の成果を挙げた"

とたる.このr南博｣が地名であればそれはかたり

欠きた都市のはず.でもそれは地図にたくしたがっ

て地名というより科学研究機関である可能性の方カミ大

きい.そこで中国の政府機関二研究所とそれぞれの

代表者をリストアップしている中国自身の出版物に目を

通してどうにか確認できたのが｢南｣は南京｢博｣

は博物館であることを知った.｢上野の科博｣の｢博｣

であった.

う全称とはこのr簡単｣のようだ省略を指している.

地質学の論文や地質関連記事に出てくる動詞の合称を

少し拾ってみよう.

勘査:一般に用いられる言葉にr勘査｣はたい.r探

明｣という言葉にもよく出会うがこれも地質関係の論

文や記事でたいとまず出てこたい.前者はr勘探｣の

｢勘｣とr普査｣のr査｣の合称で探鉱と調査を表し

後者はr勘探｣の｢探｣と｢解明｣のr明｣の合称で

試錐探査で発見･確認Lたことを意味している.

控瞳:これは鉱床関係の論文でしほしぼ目にする用語

である.控とは控制醸とは鉱体(または鉱石か鉱床)

のことで日本で言う｢鉱床規制｣に相当する.これ

に類する用語として｢層控｣や｢岩控｣がある.前

者の層は層準の略控はもちろん控制の略であって日

本ではr層準規制｣と表現している.後者の岩は岩石

の略であるから｢岩控｣は｢岩石規制｣の意味にた

る.

区測:この言葉は中国語のr区域｣とr測試｣の全称

であるが誤訳されていることカミ多いのでとくに取上

げた.r区域｣とはr広域｣の意味であって日本語

の｢一一区域｣を意味するのではない.中国語で｢一

一区域｣を表す場合には先に地名カミあって次に｢区

域｣がくる.ただ｢区｣の一字が使用されるだげのこ

ともある.県の区域たらr県区｣北京の区域なら

｢北京区｣といった風に.次の｢測試｣は｢測定試験｣

の略語で幅広い内容を持っていて測量に限定された

用語ではたい.したがってこの｢区測｣は｢広域測

定｣かさらに意味を広く取ってr広域探査｣と表現

すべき用語である.これに類するものとしてしぽし

ば出てくる言葉に｢航測｣がある.

r管而不死活而不乱｣:これは｢中華人民共和国鉱

産資源法｣が1986年の3月に公布されてから新聞に書

かれるようになったス厚一ガンであるが｢カソシテシ

ナスカッツテミダレス｣と読む.｢管｣はr管理｣

を省略した表現であり｢活｣とは｢活化｣の省略であ

る.したカミってこのスロｰガンはr管理しても活力

を失たわず活化してもでたらめにたらず｣と言ってい

るのである.

名詞

動詞の省略･合称

漢字しか使わたいのであるから中国語では動詞の省

略と合称カミ簡単にできる.このr簡単｣という言葉も

考えてみればr簡易単純｣の等分省略であり｢簡易｣

の｢簡｣とr単純｣のr単｣の合称である.ここで言

令ではごく自然に使われているr経済｣という言葉も

元はと言えば｢経国済民｣の等分省略そして合称で

｢国家によって民を救う｣を意味している.一人一人

の国民の生活を豊かにすることがr経済｣の元来の意味

たのである.
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地質の論文に出てくるとくに地質用語に見る名詞の

等分省略の例には次のものがある.

傾向:これはtendenCyの｢傾向｣ではない.傾斜

方向の省略語すなわち｢dipの方向｣のことである.

それでr走向｣が走行方向の省略語であることに気付

かれると思う.日本でいう｢傾向｣に相当する中国語

はr趨勢｣である.たおrdipの角度｣を中国語で

は｢傾角｣という.これまた便斜角度の省略語であ

る.

灰岩:石灰岩の略称である.最近はキチンと｢石灰

岩｣と表現され｢灰岩｣はそれほど使用されていたい

がそれでもときどき党かけることがある.

元来中国では｢灰｣はr石灰｣(カルシウム)の同

義語なのである.中国語では元素名は一字で表現さ

れる.そして一般的に金属元素･稀土類元素は金ペ

ソが親石元素は石ペソが気体の元素は『がそれぞれ

付いた一字が使用されている､

引き続き名詞での省略の例を挙げてみよう.

磁区:この用語も日本人にとってはまぎらわしい言

葉で｢鉱山区域｣r鉱床区域｣の等分省略である.

ときには論文の内容によっては｢鉱床｣と訳した方

カミ良い場合もある.日本では国が認可した個人ま

たは団体の鉱業権の及ぶ区域を鉱区と呼ぶのであるが

中国の言う蹟区とはr開採･開採準備蹟床区域及近隣区

域｣と定義されている.日本ほどの明確た定義でたい

ため個人の鉱山開発を歓迎する開放政策が進められる

にしたカミって混乱が広がっているのもこの｢鉱区｣

の定義内容に係わりがありそうである.鉱山の施設の

あるところ地表･地下すべて｢磯区｣と思えば良いら

しい.最近はr中華人民共和国鉱産資源法｣の施行に

伴って蹟区の範囲の線引きが行われ採鉱権の認可･登

録制が実施されているが地上権を伴うことも含めて

地域住民の理解はまだまだの感がある.

ここで極端た省略例に入ろう.すさまじいまでの省

略語に戸惑うことも別に珍しくたい.それは漢字で

あろうと横文字であろうと同じようなもので中国だけ

の特徴ではあるまい.日本にだってr軽｡薄･短･

小｣の産業とか｢狭･高･遠｣の住宅といった外国人泣

かせの省略語があって平然と使用されロシア語でも

BHK(池水界面)や0B(有機物)MFY(モスクワ

大学)たどがひんぱんに出てくる.

中国語の文献とくに1986年3月の｢中華人民共和国

鉱産資源法｣の公布以降の地質関係の雑誌や新聞に実

によく出てくる言葉のr老･少･辺･窮｣区あるいは

｢七五｣時期もすさまじい略称と言えるだろう.前

者はr旧革命根拠地･小数民族･辺境･貧窮｣地域後

1988年12月号一

者は｢第七次5ケ年計画｣期問のことなのである.こ

のようた今日的た言葉についての十分た略称辞典とい

ったものは現在のところ探しても無駄である.今

手に入る略称辞典としては済南の斉魯書杜が1986年に

出版した｢現代漢語縮略語調典｣があるが採用されて

いる略語が少なく700語ほかりでしかも地球科学分

野の略称は無いに等しい.これでは十分が言えない.

たお英漢の地質関係の略称については適当な辞典があ

るが漢英でたいからひどく使い難い.

言葉の代用

言葉の代用とは二字以上の地名･事象を漢字一字で

表現するやり方である.湖南省を｢湘｣河南省を

｢豫｣山西省をr晋｣で表現するたどの事例が代表的

な実例である.日本でもたとえほ和歌山県の地域を

r紀｣鹿児島県の場合をr薩｣で表現することが少な

くたい.そして地球科学関係の論文の中で｢南紀

地方の･…｣とか｢北薩の…｣というように使

用されている.

ここで中国で歌われている省･自治区･特別市の略

称おぼえ歌を紹介しよう.それは次のような歌詞で

ある.

京津渥遼吉男翼魯豫晋陳甘

閏薯桂川潰黙蘇漸暁湘都軍費

青新寧家蔵台我祖国好河山

この歌詞の最後の2節(我祖国好河山一一我が祖国

の素晴らしい山河)の他は一字一字がすべてどれか

の省･自治区･特別市の名を表した略称である.因み

にそれぞれの正式な名称と対比してみると次のよう

にたる.

京一一北京市津一一天津市渥一一上海市

遼一一遼寧省吉一一吉林省黒一一黒竜江省

翼一一河北省魯一一山東省豫一一河南省

晋一一山西省陳一一陳西省甘一一甘粛省

聞一一福建省薯一一広東省桂一一広西壮族自

治区

川一一四川省漠一一雲南省黙一一貴州省

蘇一一江蘇省断一一断江省院一一安徽省

湘一一湖南省等トｰ湖北省轄一一江西省

青一一青海省新一一新彊ウィｰグル族自治区

寧一一寧夏回族自治区蒙一一内蒙古自

治区

蔵一一チベット自治区台一一台湾省�
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この略称には常にぶつかるものと思った方カミ良い.

例えばr翼東遷安太古界混合岩的特徴和成因｣とい

う論文の表題を読むとする､これは実際に長春地質

学院学報に載った論文であるがこれを｢翼夷地方の遷

安の始生界ミグマタイトの特徴と成因｣と訳したら不正

確であり｢翼東県遷安の一一一｣と訳したら間違いで

ある.r河北省東部遷安県の一一一｣と訳すべき標

題である.

この訳で類推されるように中国の中国語の論文では

県名の場合｢県｣が省略される習慣があるのでこれ

も気をつけること.実際に県名であるかどうかは念の

ために｢中国分省地図｣で確認することが望ましい.

この地図には県政府の所在地カミ所定の記号で洩れなく

記載されているし地図そのものは日本の関係書店が大

量に輸入しかなりの在庫をかかえている.

とである.

二つ目はフルネｰムから一字または二字を取ったも

ので上述のようにr吉｣は吉林省r遼｣は遼寧省

r蘇｣は江蘇省といった具合である.Lたがって先

に述べたr黒｣｢寧｣r新｣またはr新彊｣r蔵｣

はこの種の省略に入るとも言える.上記の甘粛省を

｢甘｣と呼ぶ場合はこの方式に入る.

三つ目は域内の有名た河川か山岳の名称から抜き取

った略称である.たとえば安徽省には西南部に雪山

がありまたの名が院山たので安徽省をr暁｣と呼び

江西省の域内最大の川が鞍江であるから江西省は｢章養｣

闘江があるから福建省はr閾｣域内を貫通して湘江が

流れているので湖南省は｢湘｣と略されるというわけ

である.

単漢掌で複数の事象

省などの略称の源

どうして省･市｡自治区の名称が上記のような略称で

表されるのか.雑誌r解放軍生活｣の1987年1月号に

述べられているところによるとその省略の仕方には3

種のものがある.

その一つは歴史上の名称に関係するものである.

たとえば山東省を｢魯｣と略称するのは同省の大部分

の地域が春秋時代の魯国に属していたからであり山西

省を｢晋｣と略すのは同じく春秋時代にその大部分の

地域が晋国の領土であったからであり雲南省の東部地

域が同じく漠国の領有するところであったから今でも

雲南省をr漠｣貴州省はその東北部が秦の時代に鰐中

郡に属していたからr黙｣広東省はかつて南薯国の管

下にあったから｢磐｣河南省は古代の豫州一帯に位置

しているのでr豫｣とそれぞれ略称されているのであ

る.また古代中国では翼州豫州薙州揚州祠

州徐州梁州青州荊州という九つの州が置かれ

河北省の大部分の地域が古代の翼州に属していることか

ら河北省を｢翼｣甘粛省はその大部分の地が古代の

醸西郡に統轄されていたのでr醸｣(しかし現在では

r甘｣を月ヨいる場合が多い)広西壮族自治区は秦の時代に

桂林郡の管轄地であったから｢桂｣とたった.また四

川省は北宋の成平四年その東部地域に川陳回路が設置

されその川陳回路が後に四川と呼ばれるようにたり

それから現在も｢ハ]と略されさらに現在の四川省の

一部が古代の蜀国の領土であったため｢蜀｣と略称さ

れることもある.湖北省は春秋時代に一部の地方が楚

の都王の封地であったことそして漢と晴の時代に郡州

が置かれたので｢都｣と呼ばれるようにたったとのこ

省略が徹底してくると最後に残るのは単漢字であ

る.最徽こ残っだということは必然的にその単漢字

が多くの意味を持たされてしまうことにたる.やたら

無秩序に単漢字を残すと意味不明の文章にたるから

自ずと最後に残される単漢字にも制限がある.前後の

文章に繋がる意味鮮明な場合に限ることになる1と

言っても中国の人にとっては簡単に理解できる言葉で

も日本人の漢字の使い方と違っていれば間違った解

釈が生まれることになるだろう.いくつか例を挙げ

てみる.

瀦:｢蹟｣で表されるものとしては鉱物鉱石鉱

体鉱床鉱山の5種類のものがある.

黄銅強磁鉄醸の蹟は鉱物の中で金属光沢をもって

いるものに付けられる｢蹟｣である.これは日本の

場合と同じであるがたとえぼ万山鉱山第一蹟の藤は第

一鉱体の｢碩｣であり東川銅蹟の藤は鉱床群の｢硬｣

招遠金臓の蹟は鉱山の｢蹟｣である.ややこしいのは

鉄臓銅蹟の臓の場合で鉄の鉱石銅の鉱石にそれぞ

れ付けられる｢藤｣でもあり鉱体を意味する｢藤｣の

こともあり鉄鉱物のr礒｣を意味することがあり鉱

床や鉱山を示す｢藤｣であったりでいずれにしても前

後の文章から真意を読み取らたくてはたらない.

中国自身がrまぎらわしい｣言葉を改めたいであろう

し｢まぎらわしい｣専門用語の出現を防ぎたいに違い

たい.鉱床名から付けた鉱物名なら全く同じ綴りの

片や鉱床名片や鉱物名という名称があるかも知れたい

と思い意地悪く懸命に探したがついに見つけ出すこ

とはできたかった.たとえば黄河の名を取った鉱物

r黄河鉱｣の場合で言えば黄河という名の鉱床も鉱山

地質ニュｰス412号�
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もたく鳳風鉱山の名を取った鉱物は何とr鳳風石｣.

うまく混乱を避けているという感じである.

山:チベット自治区にカイラス山という山カミある.

標高6,714mもの高峻た山岳である.この山を含んだ

一連の峻岳を連ねる山脈をカイラス山脈と言う.この

山を中国ではr岡底斯山｣と書き表しカイラス山脈も

r岡底斯山｣と書く.大行山脈陰山山脈南嶺山脈

たどたどいずれもr大行山｣r陰山｣｢南嶺｣と

表されている.要するに中国語の文献では山も山脈

も｢山｣かr嶺｣で片付けられている.

地質学関連の文献では取り扱われている地域が何処

かどの範囲がは非常に重要な問題であるから文意に

もとづいて識別することが必要である.もしその文献

に英文やロツア文の要約か標題カミ付げられていれば山

か山脈かの区別は簡単である.

儀礼的な表現

これは事実の記載に当って雰囲気を和らげる働きを

する表現とも言える.自然科学分野の論文にふさわし

い用法ではたいがしかし頻繁に使われる言葉である.

そのもっとも代表的た漢字が｢等｣(だと)であろう.

少し長いが実例を挙げてみる.

｢筆者将広東錫鉱床分為15菌類型:錫石硫化物型錫

石複流塩参金属型錫石硫化物夕十岩型錫石石英(脈)

型錫石黒鶴石英(脈)型錫石石英電気石型錫石緑

泥石型錫石花庸岩型錫石雲英岩型斑岩錫型錫石

偉晶岩型合錫磁鉄鉱型錫石火山熱液型錫石内陸沖

披積砂鉱錫石浜海砂鉱等.｣(潟連順:“対広東幾類錫

鉱床的初歩認識":<地質与勘探>1986第3期21

頁から)

これはr筆者は広東省の錫鉱床を当面15タイプに

分類する.すなわち錫石一硫化物型錫石一視硫塩

一多金属型錫石一硫化物一スカルン型錫石一石英

(脈)型錫石一鉄マソガソ重石一石英(脈)型錫石

一石英一電気石型錫石一緑泥石型錫石一花嵩岩型

錫石一グライゼン型斑岩錫型錫石一ペグマタイト

型合錫磁鉄鉱型錫石一火山性熱水型錫石内陸沖積

一崖錐砂鉱型錫石海浜砂鉱型などである.｣と言っ

ているのである.ここで挙げられているタイプの数を

数えてみよう.チャンと15が書き並べられているで

はないか.だからこれに｢等｣は書けたいはずであ

る.またほかにタイフがあると錯覚を起されてLま

うだろうから.この場合もちろん翻訳に当って

｢一一一などである｣とLてしまえぽそれは誤りたの

1988年12月号

である.

ただし15のタイプのうち12しか記述したいのであれ

ぱ当然最後にr等｣が書き足されたくてはたらな

い.数が述べられていれば｢等｣の適否は選択でき

る.もし数が述べられていたけれぱまた数カミ述べら

れていたくて論文の内容の事実関係に精通していたげれ

ぼ｢等｣の適否は選択できない.そのようた｢等｣

に苦しめられる場面も出てくる.その適否を追って正

解に到達したい場合には筆者はrだと｣を付してい

る.そして釈然としたい気分に責められている.

日本語でも｢私ごときは｣といった謙遜の意味で

あるいはr私だからこそ｣という誇張をこめてあるい

はr私だけでなく｣という責任逃れ(?)で｢私だと

は｣と言う場合があるように見受ける.

｢我｣(私は)と｢我イ門｣(私たちは)の関係にも

｢等｣の用法や｢私だとは｣に似かよった考え方を感じ

る.一人なのに｢我椚｣カミ便われるという場面のこ

とである.私はr我個｣に出会って筆者の数を見直

したり謝辞のぺ一ジを繰ったりすることがある､

辞書について

特定の企業の宣伝にたりそうなことは避けたくて今

まで辞書の具体的た紹介はしなかった.ところが

r思いつくままの地学用中国語｣を本誌の第394号に載

せてから動力炉燃料公社の資料関係の方から同社にお

ける専門辞書の収集を通じて確認された中国での地球

科学分野の専門辞書の発行状況をお知らせ下さったり

r勉強したいので良い辞書を教えて欲しい｣というお

手紙を戴いたり中国の地名の英漢辞典あるいは鉱物名

の漢稲辞典･漢英辞典の存否を尋ねられたりでこのま

ま放っておくわげにはいかなくたってきた1こうたっ

たら入手できた中国語関係･中国語地球科学関係の辞

書と便利に使っている辞書出版が確認できた地球科学.

関係の中国語辞書出版目録に掲載された地球科学関係

の中国語辞書を総まくりして参考にしていただくほか

はない.それでまとめたのが以下の辞書リストであ

る(順不同日本で出版されたものは割愛).

1･俄漢鉱業技術辞典:俄漢鉱業技術辞典編審委員会編:煤

炭工業出版社1958

2一環境保護辞典一漢日英詞睦対照:化学工業部化工設計公

司編:石油工業出版社1983

現代漢語縮略語調典:鍾嘉陵編著:斉魯書杜1986

現代漢語量詞手冊:郭先珍編著:中寅和平出版社1987

英漢地震工程学詞躍:虚栄倹･肖光先･謝礼立編:地震

出版社1983�
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6･英漢地質学縮写詞躍:呉春栄･張錫栄編:科学出版社

��

英漢総合地質学詞匿:科学出版社1970

地質辞典(一)普通地質･構造地質分冊(上冊):地

質部地質辞典辮公室編輯:地質出版社1983

9｡地質辞典(一)普通地質･構造地質分冊(下冊):地

質部地質辞典辮公室編輯:地質出版社1983

10･地質辞典(二)鉱物･岩石･地球化学分冊:地質都地

質辞典辮公室編輯:地質出版社1981

11･地質辞典(三)古生物･地史分冊:地質都地質辞典辮

公室編輯:地質出版社1979

12･地質辞典(四)鉱床地質･応用地質分冊:地質部地質

辞典辮公室編輯:地質出版社1986

13･地質辞典(五)地質普査勘探技術方法分冊(上冊):

地質部地質辞典辮公室編輯:地質出版社1982

14･地質辞典(五)地質普査勘探技術方法分冊(下冊):

地質部地質辞典辮公室編輯:地質出版社1982

15.Seven-LanguageDictjona町｡fScienti丘｡andTe-

捨���敲�楮�朱楳栬��捨�畳�慮�敲�測

�楮�攬����慮���渺�漱�����

graphy:平壌1969

16-Seven-LanguageDictionaryofScienti丘｡andTe-

捨���敲�楮�朱楳栬��捨�畳�慮�敲�測

Chinese,JapaneseandKorean1Minning:平壌1969

17･日漢地震学詞躍:上海地震局1地震出版社1983

18･国際構造地質詞真一英語述語:地質出版社1983

19･地理学詞典:上海辞書出版社1983

20.測絵詞典:上海辞書出版社1982

21･英漢総合地質学和地球物理学詞躍:科学出版社1983

22.英漢探鉱工程詞典:地質出版社1982

23.水文地質詞睡一英中法徳俄文対照:地質出版社1983

24･英漢海洋学詞睦:科学出版社1984

25.英漢鉱業詞匿:煤炭工業出版社1983

26.英漢地球物理探鉱詞典:地質出版社198里

27｡英漢現代地層学詞典1科学出版社1984

28.日漢･漢口世界地名訳名手冊:祭文治･韓曼君編:中国

対外経済貿易出版社1983

29.日漢地震学詞躍:煤炭工業出版社1982

30.英漢油鉱詞典:化学工業出版社1982

31.英漢鉱物名詞手冊:地質出版社1983

32.岩石学詞典:呉樹仁薯:地質出版社1988

33一英漢漢英土壌学詞躍:謝建昌･曹升餐･陳際型主編

��

34･英漢藤物名称:狂正然主編:科学出版社1987

35.俄漢科技詞典:科学出版社1988

36･中華人民共和国分省地図集:地図出版社1984

37.科学技術日語:第一冊:孫明久編著1988

38.福建省地図冊:福建省地図出版社1982

39.河北省分県地図冊:地図出版社1982

40.断江省地図冊:地図出版社1982

41.中国大百科全書:地質1989

42.広西壮族自治区地図だと省別名1葉の地図シｰト:地図

出版社

43.外国地名訳名手冊1中国地名委員会編:商務印書館

��

44･科学技術百科全書:地球物理学･気象学･海洋学1988

など

おわりに

今回は主に省略語についてお話した.中国が日本

と同文同種の国であると言えるのは程度問題ですべて

同文同種たら翻訳を必要としたいはず.いろいろだ方

が簡体字に悩み同文異義に苦しみたがら中国の文献に

挑まれている.その苦吟は筆者とて同じである.

｢必ず訳しきってみせる｣という決心と｢自分が訳さた

くて誰が訳す｣という使命感そして所持する辞書･辞

典類の多彩さ原著が取り扱っている分野での専門的知

識の有無が結局は翻訳の成否を決めるのではないか

と筆者は思っている.

したがって地質科学領域の外国文献の読解はもちろ

んのこと翻訳刊行も地質科学の徒がその外国語を学ん

でから取り掛かるべきもので該当する外国語の専門家

たらどの分野の科学論文でも自在に訳せるというわけ

にはいかたい.

幸いたことに自然科学のどの領域の論文もそれが

日本語であれ外国語であれそれぞれの領域に独特な用

語が繰り返し使用され意表外の言葉に出会うことは全

然ないかあるいは非常に少たい.それだけ面倒が

たい.

現在日本で中国語の科学論文を翻訳する人々は英

語フランス語ドイツ語ロシア語に比べると少な

い.衝越とは思ったがとくに地球科学関係の分野で

の中国語の論文を翻訳する人が地質調査所に一人はいな

くてはたらたいのではないかと考えたがらとうとう養

成について成す術も無く定年を迎えてしまった.中国

から続表と地球科学分野の本や雑誌が日本に届いている

現在r尊公出でずんば｣と決心される方々のあること

を切に期待し待望している次第である.
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本年から読むことにした月刊
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気楽に読める広報誌.

中牢人民共和国地旗炉戸部主亦
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中卵脅

(月刊)

中年人民共和国地墳す声部室亦
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基体無能是非楮蝿性能源,業国洛斯･阿拉

莫漸研究所在中外殖技(C肛缶乱〕子1ヨ眺隼

行成約拭跣笈亀井已柾共了迭一点.

ヨ.以地莞深部研究地震形成的原因与

机理,瓜而預披地震.我国有幅員辺繭的国

土1有喜昌拉雄山且差等良好的地厨杯境1我

国近掘斉一大推老一撃造i旨商深的地厩学

窒,他何嚇領中背隼地原学家､地球物理学

象,近隼来在深部地厩挙身岩石炭舳研究

中､在排多葡域都取得不可嘉的成果.然

而,当醐的国屍岩石圏寸刻与深部地碩学的

研究己急逮向地球的鉄深安風速是急待引

起設f■｢重視的科研勢悉～劃口咲己取得的犬最

宍漉資料(地蒜物理方法和遥感)和実物費

料(深部鈷擦)光依据｡以抜決拘造和犬地

漂修理蛇光基融,作出金球挫蒙台分析,逐

漸送人定量井上升労商産理論概指串新眈

段.'典作法号｡

(1〕遡迂趨深錯乱鈷探取得酌実物資

料,免地贋挙家提供木院地厩拘造均海洋地

厩拘造的相互験系,遊行銃､的研究者虚､

(2)用趨深孔鈷捺措地表大地梅造和

地球物理場的資料,占地球内部物理特性和

地球内部作用楕互験累予以崇含研究.

超渓孔鈷採又分海洋超深儲探和犬脇趨

深儲探(陪莞超深孔鮎探〕,以業国免首的

工並国正在遊行`犬澤鈷探計翅丑.釣市釣投

資,畿国立迅連珊展陪莞超深儲操｡労対人

糞未来資源､能源的需求和地球科挙的安

履,作出更犬的貢献｡

宥芙大陪超深地贋錯探筒述如下;

一､陪売超深孔鈷探的主要意文均作用

L栓監深部地球物琴琴頷潴果1

里.推仮瓜地球表面遊行2慶室同探測,

逝迂超深鮎擦褒兇3産室同勘熱

3.逝迂弥､業､西徳､瑞典共施超渓

鈷擦荻取的岩心､液､気悉樺､側壁樺利多

剰1測井資料i正明,必将把泣虫有美犬陪深部

楠造､組成､成画』理施的老測点莞金式部分

地刷新.

=､外国実施超深見苗探針刻概況

芳朕勇了統一曲胴趨深孔鈷擦規則,国

家科委銅建了{地球地下資源研究均超榛孔

鈷深部[科挙委員会,,捌干{十･五桁刻姻

画完成19畠項科研升剣.其中包括投i+施工

万来以上的超深孔工畠口和60㏄米左右的工

星井15口｡19舶年ヨ月当㎝一3井錯遊到

地質ニュｰス
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